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を予測することができるようになると考えられる．
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第13回風工学シンポジウム開催と発表論文募集

＜共催＞電気学会，土木学会，日本気象学会，日本建

　　　　築学会，日本鋼構造協会，日本風工学会（幹

　　　　事学会）

期日平成6年11月30日（水），12月1日（木），

　　　　2日（金）（予定）

会場日本学術会議講堂

発表論文の募集

（1）課題

　（a）風の性質，（b）環境と風，（c）風災害，（d）気流・風圧・

　風力およびその制御，（e）構造物の応答およびその制

　御，（f）耐風設計，（9）計測方法・風洞実験法，（h）数値

　解析法，（i）その他，風工学に関するもの

（2）応募論文原稿

　1）フルペーパーによる査読が行われる．採否の判

　　　定の基準は査読つきの専門学会誌・技術誌（例

　　　えば，共催学協会の論文集）と同程度とする．

　2）ぺ一ジ数は6ぺ一ジ以内（和文論文では英文概

　　　要などを含む）の偶数ぺ一ジとする．

　3）英文論文も可とする．

　4）ワープロなどによってオフセット印刷用完成原

　　　稿（フルペーパー）を作成する．和文，英文の

　　　場合とも投稿要領に記載の執筆要領，体裁規則

　　　にしたがって作成する．

　5）登載が認められた場合10，000円の登載料を負担

　　　する．

　6）別刷50部を無料進呈する．別途注文は受け付け

　　　ない．

（3）投稿要領

　原稿用紙の請求先および原稿提出先

　〒106東京都港区六本木7－22－1

　　　　東京大学生産技術研究所　村上研究室内

　　　　第13回風工学シンポジウム運営委員会事務局

　　　　TEL　O3－3401－743g　FAX　O3－3746－1449

（4）原稿提出締切日

　平成6年5月31日（火）（必着）．締切り後，ただち

　に査読作業に入るので延期は一切認められない．原

　稿はオフセット印刷用原稿（B4版フルペーパー）

　のコピー（A4縮小版）を提出する．
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